
医療とプラセンタ プラセンタ療法の効果 プラセンタのよく効く病気一覧

自然治癒力を高める

フラセンタが|ｸ割ポル』場でl陥広く川いられる岐人のIII! l l l

は、「''1然愉癒ﾉJ」の強化にあります。

杵迦の恢薬,1IIIが|拠られた炳郊

だけ効くのに比べ、ブラセンタ

で、イiの監炎のように多くの

（ﾘ,i;状）に

注射はiiMII

,診療科のさ

慢性疲労症候群胄弱胄炎､冑潰瘍食欲不振片頭痛高血圧症
C型慢性肝炎アルコール性肝炎肝硬変気管支喘息食道静脈
瘤心室性期外収縮発作性心房細動、ブルガダ症候群

内科

肩こり、五十肩肩関節周囲炎、腰痛症腰椎椎間板ヘルニア、腰
椎すべり症、脊柱管狭窄症座骨神経痛変形性膝関節症、変形
性股関節症線維筋痛症帯状庖疹後神経痛、関節リウマチ、骨
粗篝症脊椎圧迫骨折

人体はI朧い腸を負ったり、風邪をリ|いたI) 、疲労|ｲ《|勉し

て#,'i;IIIIWに蒲ち込んでも、llfIMが総つとl''l陵します。この

とき私たちの体|ﾉ1で働いているﾉJが「|'|然論癒ﾉJ」です

ところがこのﾉJが虞えてくるとl''l復が遅れ、リI)j気や体I淵

ｲく良の状態が瞳ﾘ|き、ついに火‘|;に釜ることにもなりかね

ません。

ブラセンタはその「|'|然淌癒ﾉJ」を強ﾉjに後llllしし、11

分の〃でﾘI)j気や身体のｲく,淵を.|"1'|化させないように働いて

くれる「''1然漿」として椛l lを集めているのです。

まざまな疾想にｲj効です。

呪ｲl;、雌康保険の適応は「ll

と「史ｲ|側l障祥、乳汁分泌ｲ<イ

笈際にはイIの表に,爪したような

の他に、 ）ﾐ容やアンチエイジン

広く知られているのですから驚

ブラセンタは|ﾀﾐ擁川のii射劣’

"1 I服川する|災漿IIII!、サブリメ

の錠剤や伽粒カプセルやドリン

ける災奔液、クリームへの配合

やすい多くのタイプが揃って､

かかりつけ|侭にも|;II談して|'|分

い方を［火されることをお勧め

機能|",if」

琴」ですが、

多くの効果

グ効果まで

きです。

冬以外にも

ントとして

ク、肌につ

など、扱い

)ますかし>、

に合った使

します

整形外科

更年期障害生理痛月経前症候群(PMS)生理不順無月経
冷え性、子宮筋腫乳汁分泌不全

ｱﾄビｰ性皮層炎じん麻疹日光過敏症湿疹肌荒れにきび痩｜そばかす、シミ乾燥肌薄毛褥瘡、肝斑白斑

自律神経失調症うつ病(うつ症状）不眠症気分変調症自閉症，
引きこもり不安障害統合失調感情障害、アルツハイマー型認
知症

花粉症ｱﾚﾙギｰ艫炎耳鳴りめまい難聴,蛸囎｜メニエール症候群

婦人科

皮虐科

心療内科

プラセンタは用途が広い

杵通に使われている|災莱IIII!は、{IIIか特定のﾘI)j状を抑える

ために使われます:、ですから例えば蚊捕莱を、｜く痢や花粉

1,i;や夜脈ｿ,iiなどに使うことはしません。ところがブラセン

タはｲ『の．鷺炎にあるように、数えきれないほどの摘鉱や

1,i畠状に使って効果を発椰しています。

そのｲく忠,淡さも、「|I然論癒ﾉﾉ」を念蚊に慨いて堵えれ

ば符えが符られるのではないでしょうか。リi)j状がり』れたjj(

|ﾉ<|がいろいろであっても、くずれた体調を11術にﾉﾉﾐそうと

して働く「|'|然治癒ﾉJ」が強化されれば、おのずとﾘI)j状は

l''l復するはずです。「ブラセンタには体i洲をI洲えるﾉﾉがあ

る」といわれるのは、そのような「1･1然治癒ﾉJ」の働きを

念蚊に侭いての1亨蟠でしょう。

耳舅咽喉科

歯周病歯肉炎､歯槽膿漏､顎関節症金属アレルギー、口腔乾燥症
歯科口腔科

なぜ効果があるのでしょうか

これまで民年にわたって蝋荷

|篭が現場で効果を笈感してきた

娠法ですが、ル〃l〃)ところ、 iii

分はわかっていません。もとも

？ ＝、ー'』当' "

さんと|聯床 前
ブラセンタ その他 祈

≧のｲl効成
しかし￥、 Lkうやく

とは紫i'j1|[という動物'|'l皇'|：蕊

その他

('’水胎燃|臨床|笈'1を公人公におけろ「|聯床発炎」による）

が注射薬になっていることを号えると、多成分が複合して効製

を苑ﾙjしているのではないか？と必えられています。

プラセンタにはlli〈からI抗|峻化作川、 2抗炎ﾘ,i:作川、 3仇

を化作川があることがわかっていましたが（ド‘氾参照)、さらに

これらに"llえ、:l世仏f修俊作川（放射線陣'iifのl''lim) もある

ことがIﾘlらかにされました．

辿常なら2()||以|ﾉ1に死亡する放射線I1tを浴びたマウスでも、

ブラセンタエキスをiii射しておけば2()()l lも雌常な状態で'|き

られることが、｜､．i拙の論文'1によって､ lllﾘlされたのです、

◆プラセンタの安全性◆

プラセンタ注射薬は化学合成した薬ではなく、ヒト

の胎盤のみを原料としてつくられます。

そのためウイルスや細菌が絶対混入しないように、

胎盤を提供してくれるお母さんの健康状態を入念に

チェックするとともに、集められた胎盤は専門機関で

厳しい検査を受けます。その上で製薬工程においても

加水分解を行った後、121℃という高温で60分間滅

菌し、危険性を徹底的に排除しています。
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プラセンタの薬理作用

あまりにも広範なフラセンタの働きですが、その柴BI!作

川は1､'|'lil1IIII",洲幣仲川( I'lilti'l1経のバランスを幣える)、

2強III: ･解雌作川(l11:|脳の働きを11.liめる）、 3JIL礎代謝li'l

l:作川(J!喋礎代謝・断陳代謝を尚めて細胞や糸ll識をi『'|'liit

させる)、 4免疫賦iⅧ§川（免疫ﾉJを強化して抵抗ﾉJを,l.i

める)、15』仇炎ﾘ,i荊川（炎もi;を抑え、壊れた組織を修後す

る)、 6内分泌調盤昨川（内分泌系のバランスを終える)、

7活'|′|擢奈除去作川（細胞を壊すiル|'|聴衆を除去してI峻化

を防ぐ”)、′8､lill行促進・造血作川（造血細織を刺激してlill

流を良くする）－などが号えられています．

｜
l/TbgashiS,TilkahashiNKuboYiclalPuriii“【iOnandidcntIii“tionofan【ioxidant

subsmnccinlluman-plaCcl1tacxII･acts.」ⅡcalthSci.2000;46(2):117-25.

2)KawnkalsuM,UrataYK(]010S.OI1OYbLiTSPlaccnlalexlractprOlCctsbone i
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◆プラセンタの副作用◆

薬といえば副作用が問題視されますが、プラセンタ

では注射部位に時として繧痛・発赤・発疹などが見ら

れることがあります。

そのときは医師にお申し出ください。
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プラセンタ注射をする用瞳と回数は？プラセンタって、どういうもの？
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論旅I I的や1",ii度にj< I)変わりますが、注射の場介は次

の川法・川職がjlを本になります。

用法・用量の基本

プラセンタとは．．．…

ブラセンタ(1)li'(､(>''la) とはlllli乳動物の「胎盤」のこと

ですが、｜災擁や|ｸ錐li1l1lのlll:界では、 この典I禍の呼び約の/」

夕
密

シ
『
承

o保|険診娠の場合：添付文諜に従うこと。通常1lil lA(アン
プル）を週2111|、皮下注射する。重雄であれば週31i'1．効
果が兄られるまでに3～6iJj~jかかることが多い。

。I'1111診娠の場合：川遥は推状により IA～10Aの範囲で
適了I:増減し、 上腕外側か僻部に注射する。
IIAI人策があるが5A以上注射するときは、両上腕や両脅
部など2カ所に分ける。

が広く使われています。

胎撚は、ノ蝿lのj亀桝のII!にｲ,f床した受1階卵

が胎児としてﾉ<きく行っていくとき、雌体と

赤ちゃんとをつなぐ「|聯llfのlll蹴器」としてつ

くられ、ll朧が終わるまで働き統けます．

》
一
一
一

榛この胎撚に、胎児は「へその緒」で；,'iばれ、成育するの

－に必要な全ての栄挺や峻崇を受け収L上一反対に排泄物をﾉリ 効果を高める注射の打ち方

雌初の3"11は論療間隔を蝿くした方が、効果を実感しやすい 法
雪
蓉
じ
で
す
奮
．

親の体に渡しながら、どんどん成災していきます．

胎然の働きはこれだけでなく、ホルモンや'|JII!活性物簡、

各種の成災|ﾉ〈Ifなど企てを胎児に供給し、さらに'蹄物や拠

物の侵入から胎児を守る免疫機能も果たすのです。
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)m21111通院hI能 →I II'12～3A ＝

→l lr'l3～4A

→1 1ifl4～6A

→l l''l6～8A

週l li'1通院可能

lOl.1～14日に1 1l'l通院可能

3週|開Iにl l'il通院『U能
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薬やサプリメントとして活躍

1 Iにも兇えない小さな受精卵を、わずかl()力川で平均3kg

もの赤ちゃんにまで育て上げる胎盤の働きにｲ制｜し、その

成分をﾊWllするためにIIM発されたのが、｜ﾀ釧軸11Iやサブリメ

ントなどのプラセンタ製IYIです。

わがl';|でii射薬とサフリメントが州次いで光成したのは

戦後|ﾊlもない噸でしたが、やがて‘称れた新漿ラッシュにjII

されてなかなか表郷台に,7:てませんでした“ しかし状況が

変わり新たに統合Iｸ割が台蝋するとともに、 イj効範lll:|の広

いプラセンタが．気にii:[1されるようになったのです。

そしてり』ｲI; !誰もが勝々しくあI)たいと卿!い、体にや

さしい余身的な医療が求められる!|!で、 フラセンタの催れ

た特‘|'|；がいよいよ!;､ illliをI輔めつづけています。

lカノ.lにl同通院I'I能 →l l''18～10A
‐

※この治娠概度を、効果が児られるまで継統する

その後に滴撫蹴庇を減らすことも111能

治療目的による注射・通院の目安

変
P ダ

ル

〆-〃

通院頻度 期間の目安疾患名

更年期障密・乳汁分週l～21rl (1R症度に応じる）
泌不余

3～6ヵ川

I

月経|水l雌･月経ｲく順

花粉疵

ア|､ピー性皮膚炎

気管支喘息

慢性l11:炎

関節リウマチ

抗疲労効果

週l～211.'l

週I FII

3～6ヵ月

3ヵ月

週l～21111 (!耐狸に応じる) 3～12カ月

週l～2h!I ("'i波に応じる) 3～12カ月

週l～31i.iI (j間推庇に応じる) 6～12カ月

週l～31111 (耐引鯉こ唯じる) 6～12"IJ

適宜 6～12"1-l

月月
力カ

ク〕２
１１

一一
３６
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古くから世界中で使われてきたプラセンタ
しかしや

胎盤を利川する歴史は11｢く、Il 'l'ilでは「紫河』li」という名

前で約4千年前から、産後の111I彼や滋養強壮、末期の蘇生

薬として使われてきたということです。ヨーロッパでも紀元

前41吐紀に、「医学の父」と呼ばれるヒポクラテスが胎盤の

利用について11き残しています。

監修：長瀬眞彦（吉祥寺中医クリニック）

医療馨閨名

人々が古くから胎盤に注LIしたのは、常食･肉食動物を間

当院では適切な用量用法を換討し､無理だく正しい治痘を実施Lていま式≦

お気軽にご相談ください。

わず出潅後の動物たちが胎盤を食べてしまうのを見て、その

有効性に気づいたためと考えられています。
制作日本胎盤臨床医学会


